
強い女の子 フローラ
学校からの帰り道、フローラはよく、町の広場でカ

ポエイラという伝
でん

統
とう

武
 ぶ じゅつ

術を練習している男の子たちを

目にしました。真っ白な道
どう

着
ぎ

に身をつつみ、あざやか

な色の帯を腰
こし

に巻
ま

いた男の子たちが、音楽のリズムに

あわせてキックをしたり、くるりと回ったりしていま

す。その楽しげなようすを見ているうちに、フローラ

は、力強いダンスのような動きのとりこになりました。

それから数週間、男の子たちのようすを見つづけたフ

ローラは、ついに勇気を出して、練習に参加させてほ

しいとたのんでみました。

カポエイラの先生は、フローラの参加をこころよく

受け入れてくれました。先生は、フローラがカポエイ

ラを学べば、学校への長い通学路をひとりで歩くとき、

自分で自分の身を守れるようになると考えたのです。

この町では、フローラのような女の子の後をつけ、お

そったり物をうばおうとしたりする男の人がしばしば

いました。女の子は弱いと思っているからです。

「もう限
げん

界
かい

！」フローラは思いました。そして、毎日

トレーニングをがんばり、日
ひ

増
ま

しに強くなっていきま

した。強さを示
しめ

す帯の色が、無地から青、つぎに茶色、

緑へと変わっていきます。さらに黄色、紫
むらさき

、赤……と、

フローラの物語は南米のブラ

ジルが舞
ぶ

台
たい

ですが、残念な

ことに、世界には女の子が暴
ぼう

力
りょく

の危
き

険
けん

にさらされている国がたくさんあ

ります。男
だん

性
せい

や男の子は、暴力をふるわない

ように、自分の行動に責
せき

任
にん

をもたなければな

りません。性
せい

別
べつ

や年
ねん

齢
れい

をとわず、すべて

の人が協力して、こうした暴力をなくす努力

をすることが必要です。

こういった暴力に立ちむかう方法のひとつが、

女の子が武
ぶ

道
どう

やスポーツの活動に参加するこ

とです。活動を通じて女の子は身体的な能
のうりょく

力

を高め、自信もつけることができます。そし

て、友人やチームメイトとして男女が同じ立

場で協力することで、意
い

識
しき

を変えることがで

きるのです。

フローラはどんどん上達していきました。

いつの日か、最高の強さをしめす白帯を手に入れる

日をフローラは夢
ゆめ

見
み

ています。そして、同じ町の女の

子たちにもカポエイラを教え、楽しみながら自分たち

の安全を守る方法を身につけてほしいと願っています。
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かしこい女の子 ハナ
本が大好きなハナは、ひまさえあればいつでも読書

をしています。文字を読めなかったら、自分の人生は

どうなっていたか想
そう

像
ぞう

もできません。ハナの国では

20年ものあいだ、女の子が学校に通うことが禁
きん

じら

れてきました。そのため、ハナのお母さんも教育を受

けることができませんでしたし、ハナもそうでした。

でもハナには、こっそり読みかたを教えてくれるおば

あさんがいました。

毎朝、ハナのおばあさんとその友だちは、孫
まごむすめ

娘たち

を連れて、日ごと違
ちが

う家に集まりました。みんなでお

茶を飲んでおしゃべりをするふりをして、ほんとうは

孫娘たちに読み書きを教えていたのです。おばあさん

たちは、女の子にも男の子と同じように学ぶ権
けん

利
り

があ

ると考えていたからです。

その後、法
ほう

律
りつ

が変わり、ハナたち女の子も学校に通

うことが許
ゆる

されるようになりました。近くにある男の

子の学校にはりっぱな教室があるのに、女の子たちは

テント張
ば

りのそまつな教室で、土がむき出しの地面に

座
すわ

って授
じゅ ぎょう

業を受けました。それでも、みんなは学べる

ことがうれしくて、わくわくしていました。

ハナは大きくなったら先生になって、おばあさんが

してくれたように、多くの女の子たちに文字が読める

という幸せを届
とど

けたいと思っています。

世界には、学校に通えない女

の子が何百万人もいます。

家がまずしくて学費が払
はら

えなかっ

たり、学校から遠く離
はな

れた場所に

住んでいたりするためです。また、

ハナの物語の舞
ぶ

台
たい

となったアフガ

ニスタンのように、法律や慣
しゅうかん

習に

よって、女の子が学校に通うこと

を禁じられている国もあります。

教育を受けられないということは、

女の子自身だけでなく、そのまわ

りの人たちにも悪い影
えいきょう

響をおよぼ

します。教育は、女の子自身やそ

の家族、地
ち

域
いき

にくらす人びとが、

よりよい未来を切りひらくための

カギとなるのです。
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